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六会地区郷土づくり推進会議全体集会時の意見に対する回答書 

令和元年１２月８日開催 

 

（自然部会） 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 あいさつ声かけ運動で新たな標語を５

つ選んだとのことですが、実際に掲示を

して訴えいくときに、１つに絞って取り

上げてはどうか。その方が訴える力も大

きくなるのでは。 

 
 

〇 あいさつ声かけ運動 

 

 
 

〇 あいさつを放送で流したら 

多く子ども達の思いを色々な角度から表現

している標語なので、多くの標語を提示する

ことで、訴える力を大きくしたいと考えてい

ます。あえて１つに絞っていません。 

なお、５点の予定でしたが、７点を選び、

今後活用していきます。 
 

今後も色々と工夫しながら継続していきま

す。現在は青パトを利用して啓発活動を行っ

ています。 
 

防犯防災とあいさつ啓発をかねた青パトに

よる巡回を月１回実施しています。制限等を

調査のうえで検討が必要と考えています。 

〇 六会の今昔。新住民が多くなったい

ま、六会の町の移り変わりを知るうえ

で、この企画は大変良い。今後も資料を

集めて掲示してほしい。 
 

〇 六会の今昔写真。亀井野地区でした

が、他の地区も取り上げてください。 
 

〇 風景の写真展。展示期間などをわかり

やすくしてください。 

 

 
 

〇 「六会のむかし今」もっと多くの方、

たとえば昔から住んでる方などに協力し

てもらい写真を集める。 
 

〇 六会の庭コンテスト花、樹、造り等と

庭めぐりウォーキング 

 

 

「六会の美しい庭・風景」写真展と同時に

行った「六会のむかし今」については、今後

も六会地区全体の写真など資料を集めて継続

していきたいと考えています。 
 

六会（亀井野、西俣野、石川）地区を考え

ています。 
 

チラシ（写真募集）で募集とともに展示場

所・期間を明示しております。わかりやすい

表示など改善していきます。なおチラシは３

回ほど回覧しています。 
 

写真展を推進していく中で昔の写真の掘り

起こしに努めて参ります。 

 
 

テーマとしては大変良いと思います。自然

部会で発行している「歴史と伝統」のふるさ

とマップを利用して検討したいと思います。 



 

２ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 引地川流域の（六会地区）改善を市に

プッシュして欲しい。 

 

 

〇 引地川に流れ込む川（名前がわかりま

せんが）以前は芝桜が美しいく咲いてま

したが最近草が沢山茂っていてさみし

い。 

２０１７年に「六会地区を流れる引地川環

境改善に関する提言書」を市に提出していま

す。今後も引き続き市の担当課と意見交換を

していきます。 

川の名前は一色川です。花は芝桜だと思い

ます。今、一色川は護岸工事が始まりまし

た。この工事が終われば綺麗になると思いま

すが、市の担当課にご意見をお伝えするとと

もに整備内容等意見交換を行っていきます。 

＊「六会地区を流れる引地川環境改善に関す

る提言書」は、平成２７年８月に『引地川に

ついて語ろう』をテーマに郷土づくり推進会

議が地域フォーラムを開催した際の意見をも

とに平成２９年１月藤沢市に提出しました。 

自然環境向上に関する内容で、遊歩道の整

備、車道、環境等について提言しています。 

〇 境川に関する活動 

 

華咲会というボランティア団体が活動して

います。高齢化のためかなり厳しい状態です

が、今後も活動方法等を考えて推進して参り

ます。 

〇 花の植栽活動。六会駅を通るたびにき

れいに植えられた花に目が行き、素敵な

方法だと思います。六会に住む人気持ち

のあらわれですね。 

 

〇 駅前植栽は幼稚園児も参加できる？ 

郷土づくり推進会議の自然部会の事業で行

っています。管理については支援団体六会グ

リーンクラブというボランティア団体が活動

しています。今後も皆様に楽しんで頂けるよ

う頑張ります。 

参加は歓迎ですが、幼苗から道具を使って

の植栽活動ですので見学からお願いしたいと

思います。 

〇 イルミネーションを町全体に広げたら

いいのではないか。 

〇 イルミネーション点灯式やクリスマス

コンサートでの見学場所が狭いのが残

念。ゆっくり聞ける場所が欲しい。 

 

色々な観点から駅前周辺の皆様に一度相談

してみたいと考えています。 

短時間でのコンサートを見学、楽しんで頂

ければと考えております。現時点では歩道か

らの見学しかありませんが、ご理解願いま

す。 



 

３ 

（共育部会）  

ご質問・ご意見 回  答 

☆居場所づくり事業   

〇 石川、天神地区にぜひとも実現して欲

しい。高齢者、子育て世代、子どもが集

える場所づくりを期待。 

〇 石川地区へはどのような形で進める計

画ですか。 

〇 石川、天神地区で集う場が必要性あ

り。 

〇 子供の遊び場 

〇 居場所づくり事業にある様に天神・石

川についてはもっと活性化させたい。 

〇 特に石川分館では子ども関係の相談が

高齢者よりも多く注目できるポイントだ

と思います。 

〇 市民の家の活用 相談窓口 居場所づ

くりのイベントの巡回など 

 

〇 予算はどうするのか？ 予算がないと

何もできない。 

以前の全体集会、自治会長会議等で、石

川・天神地区は市民センターから離れている

ため、何かして欲しいとの要望、又この地域

は子ども関係の相談が多いとの情報も得てお

り、年配者や子ども連れの親等が気軽に寄っ

て話が出来る場所となればと考えています。 

その一環として本もある程度備える予定で

す。 

運営については地元の自治会、社会福祉協

議会等、各種団体の支援が必要と考えていま

すので、設置場所、運営方法等協議しながら

進めたいと考えています。 

又、相談窓口、イベント等については、発

足してから徐々に希望に応じて計画していけ

ればと思います。 

設置場所としては費用負担等の軽い市民の

家、自治会館等を、運営もボランティアとし

て想定していますが、利用料金やお茶等飲料

費、事務費等最低限の経費が掛かることが考

えられます。 

〇 六会地区で設置されている場所は何カ

所かあるのでしょうか？ 紹介して欲し

い。 

 

六会地区内では、市民センター内の「憩い

の広場」、縁側事業として国道沿いのマクド

ナルド２階で開催の「みんな・ｄｅ・六会」

（藤沢育成会）、六会マンションでの食事会

等例が少ないのが現状です。 

〇 縁側事業であれば既に行われている事

業を利用する方法もある。 

 

縁側事業とすれば補助金を得られますが、

種々条件、制限もあります。従って、先ず起

ち上げてみて状況により検討する事と考えて

います。 

〇 設置場所ＰＲ運営内容等の説明を広く

知らせる 

設置が具体化すれば、世話役などの募集も

必要となりますので広くＰＲしたいと思いま

す。 



 

４ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 自治会の運営についての支援 人材セ

ンター 居場所事業 

 

運営組織を作る上では賛同者の募集を行い

ますが、「市民活動プラザむつあい」で基本

的な運営方法の講義を受けたり、必要に応じ

て「六会人材センター」で必要な人材の紹介

を願う等も考えております。 

☆公園に関する事業  

〇 駅前公園周りのフェンスが破損してい

る。早急に対応して欲しい。 

〇 駅前公園広場（？砂場）に砂を入れて

欲しい。 

 

公園課に申し入れいたします。 

駅前公園は、数年前にダスト舗装による砂

の入替え等の修繕を行っていますが、砂の盤

が固いなどのご意見もいただいています。状

況確認を公園課に申し入れます。砂場につい

ては毎年４月から５月に砂の入替えを行って

います。 

公園課において調査していただきました。

劣化しているフェンスの延長が長いことから

工事の規模が大きくなるため、年間の修繕費

用では賄えないため、次年度（令和３年度）

の予算を要求していくとのことです。なお、

公園課においては、市全体で各公園の状況に

応じて修繕を行っています。危険性の高い状

況にあっては、迅速に対応するとのことで、

地域の方々からの情報は、その都度、公園課

にお伝えします。 

また、当会議は公園の安全な利用について

点検や要望の集約など継続して行ってまいり

ますので、担当課との情報交換を続けてまい

ります。 

〇 公園事業の予算が来年度以降から付か

ないのはどうしてでしょうか？郷土づく

りとして提案しなくても、市が管理、調

査をしてくれるということでしょうか。 

これまで提案した公園改善・改修につきま

しては、モデル公園提案事業として予算措置

を行っていました。令和２年度以降に予定し

ていました東山田公園及び天神公園と唐池公

園の遊具設置工事は本年度実施出来たため、

モデル公園提案事業は完了になります。 

公園の管理につきましては今後も市で継続

して行っていきますが、当会議からも要望、

意見を申し入れていきます。 



 

５ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 公園提案事業について。予算の限りあ

る中、色々と手直しありがとうございま

す。田島山公園や天神公園の入口に立て

てある立札が４０年以上錆びた状態のま

まなので、直してほしかった。 

担当課に確認したところ、ご指摘の２公園

の立札（園名盤）は来年度塗装等改修を行う

とのことです。 

ご指摘のように地区内の公園は１９６８年

～２００７年に供用開始となっており、大半

の公園立札が古くなっております。従って特

にひどい状態の物については改修を提案して

おりますが、安全面を優先しているのが現状

だそうです。今後もお気づきの点など情報を

いただき利用者意見として発信していきま

す。 

〇 公園提案事業について。整備順が決ま

っていたら教えてください。六会団地自

治会から、遊具の整備をしてほしいとの

声が上がっています。 

 

公園課においては、市内３００に近い公園

を管理し、種々状況、条件を判断しながら順

位付けを行っておりますので、はっきりとは

わかりません。 

六会団地近隣の北窪公園においては、古く

なった樹木の整理、遊具の設置、安全対策に

ついて提案をし、樹木については整備されま

したが、遊具についてはまだとなっておりま

す。公園課に確認したところ現時点での整備

予定はないとのことです。公園課との意見交

換を行う中で申し入れを継続します。 

〇 公園美化（清掃）について質問。い

つ、だれが、どのようにするのでしょう

か、ルール等あるのでしょうか。 

〇 各公園の掃除を各町内会事業に提案

し、年１回でよいから掃除をお願いす

る。 

〇 公園清掃や植木の剪定等の業者との実

施契約について知りたい。（月、木にＧ

Ｇ部清掃を行っている） 

〇 タバコ ゴミ 

〇 公園に花がないので植えた方が良い。 

〇 公園提案事業行政に依頼ではなく自分 

公園清掃については、市と委託契約を結ん

だ業者が行っており、公園毎に設定した計画

に基づいてゴミ拾いや落ち葉清掃を行ってい

て、同じ業者が草刈や剪定なども行っている

とのことです。 

町内会や地域の皆様が公園の清掃や草刈り

を実施している日程を公園課にお知らせいた

だくと、考慮した日程の中で市の作業を行う

とのことです。 

公園の花については、公園課では愛護会が

ある公園へ球根の配布を行っています。 

当郷土づくり推進会議では、人・自然がふ

れあうまちづくり部会（自然部会）の活動と 



 

６ 

ご質問・ご意見 回  答 

 達で行う。   例、草刈り等 して、毎年花の苗を希望する公園愛護会等へ

無料で配布しております。また、人をはぐく

むまちづくりとしまして地域の人が気持ちよ

く利用し合うためにも、通常の花の植栽、落

ち葉の整理、草むしり等は地元の公園愛護

会、自治会等が行うことができるように花の

植栽活動による美しいまちづくり事業を継続

していきます。 

〇 公園愛護会活動が十分とは思えない公

園が有る。 

〇 未設置の公園の設置はどうしたらよい

か。（設置条件） 

公園愛護会の活動については年間の活動報

告と決算報告で確認をしていますが、公園ご

とに活動内容が異なることもあります。 

公園愛護会の活動はボランティアによる活

動の団体です。愛護会の設立を希望されると

きは公園課へご連絡ください。 

〇 公園を防災対応に出来ないか。自治会

では個別に対応不可。 

先日の台風１９号時に、多くの方が施設へ

避難されて、改めて避難施設について考える

機会を得ました。 

大型地震の場合には、一時的にはかなりの

人達が避難し、現在指定されている学校や公

的機関ではとても収容しきれないのではない

か、公園もその一助になれば良いのではない

か、とのお考えと思います。 

大型地震では、発生時の避難、被災状況確

認、住居の使用の可否判断・・・と進みます

が、どのタイミングでも避難施設だけでは足

りないと思います。そこで、公園の利用です

が、住宅が利用できないと判断された方は避

難施設での生活になります。しかし、インフ

ラが回復されるまでは、食料の炊き出しや配

布など、避難施設以外にも必要なことが想定

されます。現在は日ごろからの自治会による

事前準備と訓練が非常に有効で必要不可欠で

す。被災者の確認、救助は皆さんの共助によ

ってでしかできません。公園での防災利用は

被災確認後の状況によって、利用せざる得な 



 

７ 

ご質問・ご意見 回  答 

 い場合があると思います。今後も自治会長や

防災部長（防災リーダー）と市職員等による

避難施設運営委員会を通じて、地区ごとに避

難時の行動計画を検証し、想定される課題に

ついて対応策の検討を行ってまいります。 

町内会のご努力には厚く感謝申し上げ、当

会議においても自治会連合会などと情報交換

を進めてまいります。 

☆人材センター  

〇 六会人材センターの充実。地域に眠る

人の掘り起こし。 

〇 六会人材センター推進事業について。

部会は具体的に何をやっているのです

か？マッチング？団体、サポーターの受

付事務？登録団体やサポーターを増やす

営業的活動等はどうなっているのでしょ

うか？ 

〇 六会人材センター推進事業とは 明細? 

〇 人材センター推進事業の内容について

詳しく教えてください。 

人材センターの作業内容は個人情報などを

含み、専門的な作業となりますので、市から

藤沢市民活動推進センター（市民活動プラザ

むつあい）へ業務を委託しています。今後も

事業の継続を求めて毎年の予算請求をすると

ともに、活動状況を把握しながら、小学校へ

の広報、色々な機会にＰＲ、問題点があれば

協議に応じる等の活動をしていきます。 

 

 

〇 人材センター教育支援について。教育

委員会や市の意見は？ 

 

本事業は、以前市の学校支援コーディネー

ター制度が十分活用されていないと廃止にな

った後、学校側の意見も取り入れて提案し、

市に認められて予算が付いたものです。 

従って市の公認の基に行われており、毎年

市へ活動報告をし、実績も増えて予算も増や

して頂いていることからも、評価されている

と考えています。 

〇 サポーター募集でどういう技能経験者

が必要とされているかＰＲを 

サポーターの募集では技能経験等をうたう

と、かえって敷居が高くなって応募しにくく

なることが予想されますので、気軽く応じて

もらうため、実績例などを挙げてＰＲしてお

ります。 



 

８ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 子供の一時預かりなど、もう少し拡大

してほしい。 

 

子どもの一時預かりは、保育園において保

護者に緊急の用事が生じた時、通院や冠婚葬

祭の時、またリフレッシュしたい時など一時

的に保育園に預けるシステム（制度）があり

ます。 

また、夜間や宿泊の預かりとしては、児童

養護施設で行っている「ショートステイ・ト

ワイライトステイ」があります。 

地域で助け合っていく仕組みの「ファミリ

ー・サポート・センター事業」もあります。

保育園等の終了後の預かりなど利用できま

す。 

それぞれ詳しくは、子ども青少年部子育て

企画課、保育課、子ども家庭課等にお問い合

わせください。 

（支援及びフォロー専門部会）  

〇 郷土の歴史（六会地区）に関する講座

等を計画してほしい 

〇 六会まち歩きの企画（六会のまち歴史

を知ってもらう） 

ふるさとマップを活用して、公民館との共

催事業を検討していきます。 

〇 駅前の歩道を学生の渡り方 

〇 六会駅南側の踏切り 欲を言えばきり

がないが、何年か前を思えば地域経営会

議からの委員の努力で改善され「よし」

としたい 

〇 踏切安全対策事業で何をどうしたいの

か 車～歩行者？ 

〇 踏切改善を完了してほしい。 

〇 踏切安全対策事業 自転車歩行の動線

がとりづらい 西側から東側に渡る場合 

〇 「交通安全対策」視覚障害者の歩行に

さらに配慮していく。（四つ角の停止線

など） 

踏切安全対策事業は、踏切六会１号の安全

な利用のため、バリアフリー化事業で行った

線路沿いの市道六会３４９号線の道路改修工

事とともに改良されました。車と歩行者の利

用区分が明確になるように人の導線を変更す

ることにより安全性が高まったと思います。

事業としては平成３０年度工事をもって終了

しましたが、皆様のご意見などをいただきな

がら、今後もフォローしていきます。 

視覚障がい者へ配慮した交差点について、

点字ブロックの配置、傾斜、段差の解消など

改良が必要な個所は多くあります。道路の整

備計画に配慮し、日常の修繕や、宅地開発業

者への指導など市側の対応について申し出ま 



 

９ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 バリアフリー支援事業について。駅前

からヨークマート、旧道までのバリアフ

リーは完了していますが、旧道から先に

ついては整備されていない。この部分に

ついて、整備支援していただけますか。

（六会団地自治会） 

す。 

路線的整備が必要なバリアフリーについて

は、今後の整備計画などを担当課と意見交換

し要望をお伝えします。 

〇 おでかけ六会について 

１時間前の予約など、使い勝手が悪そう

なので、他の方法はないのか？ 

〇 おでかけ六会の周知、ＰＲについて 

＊ 子育て世帯や高齢者に関わる機関が

知っているか？ 

＊ お店での掲示など 

法規制上から一般タクシーと異なる運行形

態となるため、現状ではこの制度が必要とな

ります。 

善行などの他の方法も考えられるとは思い

ますが、需要数と採算などの課題を克服する

必要があります。本格運行に当たっては、実

証運行やアンケートの実施により十分検討し

て乗合オンデマンド方式を採用しました。本

格運行２年となりましたが、安定した運営が

行えるよう検証しながら検討を重ねてまいり

ます。 

また、事業周知について、運行エリアの４

自治会町内会には隔月の会報を戸別配布して

います。掲示板の活用など拡大を図ってまい

ります。 

〇 おでかけ六会事業について 

運営に有志の寄付や商店の寄付があてら

れている、事業収支報告すべきでは？ 

収支報告は、おでかけ六会協議会の総会

（１回／年）及び会報で報告しています。 

運行地域を主な対象とした会報の掲示場所

の拡大を検討します。なお、商店様には広告

リーフレットに掲載する広告料としてお願い

して、広告の対価として扱っております。 

〇 タクシーは週に何回、値段は おでかけ六会の運行は、現在、月、水、金

（祝日は除く）に１時間ごとの８便です。乗

合予約型の運行のため予約がないときは運行

しません。 

運賃は、会員登録をしていただいて、正会

員は、年会費３,０００円をいただいて、乗車

ごとに３００円です。準会員は年会費は無料 



 

１０ 

ご質問・ご意見 回  答 

 

ですが、乗車ごとに５００円をお支払いいた

だきます。子どもは１００円です。 

会員登録は、おでかけ六会協議会（電話０

９０－９８５２－３２７９） 

〇 交通不便地区は４町内だけではない。

他にも高齢者等で不便を感じている人は

多い。 

おでかけ六会の運営の状況を検証するとと

もに、今後、地域からの要望等により検討し

ます。 

（全体） 
 

〇 「ねぶた」がなくなって残念けっこう

六会の名物だったのに・・・ 

〇 六会町おこし活動支援事業。地域の子

供から高齢者、障がい者にいたるまで誰

もが楽しめるイベントをぜひ作りたい。 

〇 「町のにぎわい」の為日本大学等の学

生を地域に引き込む。（イベント企画な

ど） 

〇 活気ある町づくり。新たなイベントと

して「六会ふるさと音頭」の広報活動を

通して、地域に根付かせてはどうか。 

〇 六会全体（小、中、高、大学含め）の

何かイベントづくり。 

〇 公民館ふるさとまつりでは、多くの子

どもや若い世代の参加がありました。郷

土づくりでも彼らを呼び込む事業、一緒

に活動できる事業の創設を希望します。 

〇 「クールチョイス」の活動推進、紹

介。リサイクルやリユースなど六会らし

さに入れる。 

〇 なかなか高齢者がイベント参加できな

い。 

〇 イベント参加人数の変化 

〇 各部会のイベントにどのくらいの人数 

多くのご意見ありがとうございます。 

町おこし、多世代、誰でも楽しめる、参加

できる、地区全体が共有できるなど、賑わい

のある事業（イベント）について、多くの希

望、期待を受けております。検討はしており

ますが、なかなか見つかりません。 

六会ふるさと音頭につきましては、公民館

まつりのフィナーレを飾り、参加者に好評で

す。天神町のお祭りでも継続して披露されて

いました。 

今年は、六会ふるさと音頭を自治会町内会

が実施している夏の盆踊り会場にお伺いして

舞台等で披露し踊りに参加いただきました。

令和２年度は計画的に各自治会町内会に出向

いて参加を呼び掛けたいと思っています。六

会地区全体に広まっていくことを期待して活

動を続けます。 

日本大学の学生参加による企画提案につい

ては是非参加いただきたいので、団体選出委

員もおりますので、働きかけていきます。 

なお、来年度からは、団体推薦委員に多摩

大学も参加いただくことになっています。若

い世代の地域参加に期待しています。 

皆様にも企画提案がございましたら是非事

務局または委員にお問い合わせください。 



 

１１ 

ご質問・ご意見 回  答 

が参加しているのか？地区の方にどのよ

うな方法で知らせているのか？ 

〇 歴史・伝統文化でストーリーのある案

内の展示やイラストの活用。 

 

〇 駅東口ロータリーを活用したイベント

の開催（コンサート、フリーマーケット

等） 

駅前ロータリーは使用制限もあるので活用

方法を考えていきたい。 

〇 引地川遊歩道について左岸山田橋上流

の開通を 

要望を続けてまいります。 

〇 商店街を除き防犯カメラが無くカメラ

の設置が必要 

安全安心な対策の一つとして、防犯カメラ

の要望があります。そこで、令和元年８月３

日に開催した自治連の「自治会長町内会長・

関係団体長会議」において、防犯カメラの設

置に対する藤沢市の取り組みをご説明しまし

た。防犯カメラは自治会町内会ごとに管理体

制を整えて設置することになります。費用の

補助につきましても拡充しておりますので、

設置希望がございましたら防犯交通安全課に

申し出てください。 

〇 特に風雨が強い時や雨戸を締めている

時は防災無線が開きとりづらい。 

よく伺う事象ですが、電話で放送した内容

を聞くことができます。 

電話番号は､０１８０-９９４-１４４です｡ 

〇 慶応大学 飯盛義徳教授。公民館で

「地域づくりとは」の講演依頼を今年行

った。教授と学生を今後の地域づくりに

活用してほしい。 

学生の地域活動への参加については、日

大、多摩大も含めて希望しております。飯森

教授は多忙な方ですが、六会地区における取

組についてお話できればと考えています。 

〇 郷土づくり推進会議と自治連７団体の

連携はどうなっているのでしょうか？そ

れぞれの団体にはＯＢが多数いるのです

から、再度地域に戻ってもらう工夫が必

要と思われる。 

当会議の委員は、地域１４団体から選出さ

れた委員と公募に応募された委員で構成され

ています。団体からの情報を共有し、活動の

連携を行っています。現在のテーマ以外にお

いても連携した取り組みを行っています。 

事業を行う際には、これまで活躍された方 



 

１２ 

ご質問・ご意見 回  答 

 々にご協力をいただいている事業が多くあり

ます。今後も多くの方々にいろいろな角度

で、出来る範囲でかかわっていただきたいと

思っています。多くの方々にご参加いただけ

るよう情報発信の工夫など行っていきます。 

なお、当会議の委員定数は３０名です。団

体１４名のほか公募委員は１６名ですが、現

在６名です。委員以外で協力ができる方は、

申し出くださいますようお願いします。 

〇 地域経営会議「まちづくり実行計画」

には、３０件以上の意見が集まったと思

いますが、再度の検討はいかがでしょう

か？例えば「町づくりボランティアセン

ター設立事業」など。これだけ災害が多

くなっているので。 

現在、これまでの皆様の活動により地域に

団体ができて独立して活動を継続していただ

いているなどにより、事業数の数えとして

は、６事業になっています。 

令和２年度からの事業として、新たな活動

や現在の事業の継続的発展など、改めて検討

します。ご意見の防災につきましては、六会

地区自治連としても大きな課題と受け止めて

いまして、当会議においても連携してまいり

ます。 

〇 今後高齢化にむけた時代が来るため、

地域福祉の問題等を広くＰＲ認知しても

らう為の講座や勉強会を開いて欲しい。

センターや自治会の集まりなどで 

地区社会福祉協議会や、市民センター内に

あります地域包括支援センターなどと事業の

取り組みについて情報交換し、今後の活動に

ついて検討をお願いします。 

〇 引地川側工事のため、川側道路が閉鎖

されています。 

＂天神町内会の狭い路地を通り、湘南台

ゴルフ場交差点に抜ける車が多い。子ど

もたちの安全のため指導通学の配置をお

願いしたい。＂ 

安全確保について、工事の担当課に伝えま

す。また、ゴルフ場の個所の工事について進

捗状況を道路担当課に聞き、善行長後線の早

期開通を強く要望します。 

〇 小田急線の東と西で連絡できるところ

が少ない 

鉄道は踏切の解消を目指しています。陸橋

なども制限があり現在より増えることはない

と思われます。ガード下など現状の場所の安

全対策の拡充などは都市計画課等に伝えま

す。 



 

１３ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 駅前のロータリー内に神奈中バス停を

移動できないか？ 

駅前ローターの在り方については、いろい

ろとご意見があろうかと思われますが、現在

のバス停の位置がよくないとは考えられませ

ん。提案として都市計画課や道路整備課など

に伝えます。 

〇 残念なこと 何十年前からの念願であ

った湘南台寄りガードから中学校に行く

道が広がらずマンションが建てられてし

まった。 

当会議でも道路拡幅を申し入れていました

が、残念です。 

〇 歩道通行可の自転車が、歩行者に配慮

することなしスピードを出し危険 

〇 自転車の交通ルールの広報を 

〇 交通ルールのマナー改善活動（自転

車、歩行者） 

〇 東口ロータリーの東側横断歩道のとこ

ろがうす暗く危険特に車（運転者）側か

ら見て。 

通行ルールのＰＲを地区交通安全対策協議

会と検討していきます。また、必要な個所へ

の注意喚起の看板等の設置を市に要望しま

す。 

〇 道路にまでのびている植木の剪定 各自管理をお願いしたいのと、地域でお互

いに安全な環境を守るための取り組みをお願

いします。なお、空家など申し出たいが管理

者がいない場合や、通行に支障が生じている

場合などは道路管理課に連絡してください。 

〇 いろいろなボランティアがあります

が、各々の活動内容、募集等、広報で行

っているのでしょうか？ 

〇 各ボランティア活動の紹介を広くアピ

ールして、参加者を募る。どうアピール

すればよいのか？ 

〇 自治会直結するお知らせをどのように

周知するか？ 

〇 推進会議の活動状況や存在意義が広く

わかるようなイベントや広報が必要では

ないか 

地区内のボランティア活動団体の紹介など

周知できておりませんので、広く周知できる

よう関係団体と情報交換し検討します。 

また、当会議の活動も周知については、ご

意見をいただいておりますので、併せて方法

や紙面の構成など改善してまいります。 



 

１４ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 多摩大学前の歩道西側に通じてないの

で道路拡張歩道の設置を。 

ご意見について、担当課に伝えます。 

〇 災害時支援体制について、 

被災しボランティアの支援を受けたい

場合、どのような方法をとったらいいの

でしょうか。 

また、誰に連絡するのか、どのような

組織が、どのように動いていただけるの

か教えてください。 

ご質問の被災後の災害時支援体制について

は、災害避難施設に情報がいきます。 

災害時の体制は、本部の下に六会市民セン

ターが地区防災拠点本部となり各避難施設と

の連絡体制をとり、お尋ねの内容も本市の体

制が整いしだい避難施設に対応方法等を連絡

します。災害の状況によって、また、支援者

の状況によって体制は必ずしも決めておいた

体制にはなりませんので、被災時には避難施

設から情報を得て対応してください。 

〇 水害避難所に六会中学校を再指定して

ほしい。４年前見直しが行われ、同中学

校は除外されました。ここ２～３年の台

風、豪雨などの災害を見ると、やはり標

高が高い場所が安全だと思います。 

六会中学校と日大の避難施設が水害避難所

としては開設しないこととなりました。 

実際に浸水被害のみであれば六会中学校周

辺の家屋は被災する確率は低いので必要性が

少ないと判断できるところです。しかし、土

砂災害、暴風被害に対しての避難では全体に

及ぶので必要性が低いとは言い切れないと思

いますので、市民センターを通じて防災担当

課に再検討の意見を伝えます。 

〇 西口のタクシー乗り場について、標識

があるが呼び出し番号等が明確になって

いない。 

市建設部門に伝えます。 

〇 「みどりの広場」がなくなるのが残念 

桜ケ丘自治会で自主防災訓練をしていた

のに・・・ 

みどりの広場は、所有者において当面利用

予定がない場合に市がお借りしていることか

ら、所有者の事情により返却を求められたと

きはお返ししなければなりません。 

自主防災訓練につきましては、実際の避難

所での実施を避難施設運営委員会とも協議し

て、学校と調整して検討されると良いと思い

ます。 



 

１５ 

ご質問・ご意見 回  答 

〇 センターの駐車場の管理をしていただ

きたい。用もないのに車を止めている人

がいる。 

市民センターで管理に努めるよう伝えま

す。 

〇 自治会加入について 

〇 自主的 活動の支援 協力 協働 

自治会加入者が減少しています。共に暮ら

していく街で協力し合う社会のためには、お

互い声を掛け合って加入促進に努めていただ

きたいと思います。 

また、加入促進の広報活動について自治会

連合会に申し入れます。 

〇 郷土づくりの委員数はどうですか 六会地区は定数３０名で、うち１４名が団

体推薦委員です。公募で１４名の定数に対し

て現在は６名です。多くの方のご参加をお願

いします。 

〇 全体集会に若い世代に入ってもらった

ほうが、いいと思います。待っても来な

いので招待してみてはいかがでしょう

か。学校など 

ご意見を参考に全体集会の議題や進め方も

含めて検討します。 

現在の全体集会は、事業報告と皆様の意見

による六会地区の課題などの集約を行ってい

ます。 

〇 貴重な意見が出た集会で、グループ形

式はとても話しやすかった。「公園」と

「居場所づくり」「防災」「まちのにぎ

わい創出」が盛り上がりました。 

少人数での意見交換は話しやすく、かつ分

かりやすいことから今後も続けていきたいと

思います。 

２０２０年（令和２年）３月２６日 


